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 川淵三郎君が「学生時代に戻れるとしたら、三国丘の時代！」と、「私の履歴書」に語られていたの 

には少々驚いた。彼ほど社会的にも大きく活躍し、広く華やかな立場も経験している人が・・・と。 

 

 当時、三国丘高校のグランドは、サッカー、ハンドボール、野球の 3部が共用していた。グランドの

表面の砂土は薄く、小石がゴロゴロしていて、風が吹いた後や雨上がり後の晴れた日は、ヤスリのよ 

うな荒々しい表面となり、練習中に転んだり滑ったりすると、必ず膝や太ももにビフテキまがいの傷 

ができるひどい状況であった。私は、高校時代ハンドボール練習で傷の絶えない毎日だった。 

 川淵君のサッカー歴で、物理的な環境でいえば、必ずしも恵まれているとは言えなかったが、青春時 

代の「夢」、「憧れ」、「級友」、「先輩・後輩」等々心情的には忘れがたい思い出が詰まっていたのではと

察している。 

 三国丘高校 3年間の生活は短く、知りあえた級友は 

それほど多くはなかったように思われたが、卒業後に 

は、新たなめぐり逢いに恵まれ、同窓同期として絆を 

感じ、太く、強く結ばれていることを思い知ることと 

なった。 

 還暦を過ぎて、小川誠二郎君に俳句会に誘われ、ま 

さかと思いながら、ごく日常の生活を詠い、添削指導 

を受け、作句への思いに励まされるまでになった。 

 その時々の俳句会の「兼題」に取り組む中、時として 

三国丘高時代に戻り思い出を表現することもあった。そ 

れが、作句本来の姿であるのかどうかは分からないが、 

思いに素直に従うことにした。 

 兼題の５句を作句して、投句後の選句の中で、「特選句」に選ばれるのは、嬉しく励みとなっている。 

 金剛俳句会や、それに引き継がれたアカシア俳句会への参加など新たな体験の中で味わうエトランゼ

の気分を楽しみながら、「三国丘」の魅力に引かれている自分に期待している。 
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